
ＣＳＴＩ有識者議員及びＳＩＰプログラムディレクターとの意見交換会の設置 

 

令和元年６月２７日 

ＳＩＰ／ＰＲＩＳＭ総括 

 

１．趣旨 

平成３１年２月のガバニングボードで承認された「ＳＩＰ第１期制度評価

（最終報告）」において、ＣＳＴＩ有識者議員とＳＩＰプログラムディテクタ

ー（ＰＤ）との意見交換の場を設けるべきである旨の指摘を踏まえ、本年度か

ら以下の要領で有識者議員及びＰＤとの意見交換会を行うこととしたい。 

 

２．意見交換テーマ（案） 

ＰＤから自らがマネジメントする課題の進捗状況等を簡単に紹介してもら

った後、 

 ＰＤがＳＩＰのマネジメントを行う上で直面する問題点 

 ＳＩＰ制度（ＰＲＩＳＭ制度も含めても可）に対する改善要望・提案 

 ＣＳＴＩ、内閣府、管理法人等に対する要望 

 課題間連携 等 

 についてＰＤから自由に意見表明していただき、その後、適宜討議。 

 

３．参加者 

 〇ＣＳＴＩ有識者議員 

 〇須藤プログラム統括（★司会進行） 

 〇内閣府幹部（政策統括官、審議官、ＳＩＰ総括） 

 〇ＰＤ 

 

４．日程（案） 

 有識者議員及びＰＤとで十分な意見交換が行えるよう、ＰＤ１２名を３班

に分け、４名ずつを別々の日程で内閣府に招請する。班分けは別途決定。８

月上旬から順次実施することとする。 

 ■第１班 ８月上旬     （昼食を取りながら、２時間程度） 

 ■第２班 ８月下旬     （      〃       ） 

 ■第３班 ８月下旬～９月上旬（      〃       ） 

（※今回の状況を踏まえ、年２～３回程度開催予定。） 

 

（以上） 

資料９ 


